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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次 
第70期 

第１四半期 
連結累計期間 

第71期 
第１四半期 
連結累計期間 

第70期 

会計期間 
自 平成28年４月１日 
至 平成28年６月30日 

自 平成29年４月１日 
至 平成29年６月30日 

自 平成28年４月１日 
至 平成29年３月31日 

売上高 （千円） 9,781,740 10,481,832 45,957,946 

経常利益 （千円） 526,225 759,396 2,902,528 

親会社株主に帰属する四半期（当

期）純利益 
（千円） 318,690 464,206 1,817,046 

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 260,348 1,048,429 2,743,798 

純資産額 （千円） 23,515,602 26,663,007 25,812,289 

総資産額 （千円） 34,408,778 38,547,927 38,458,154 

１株当たり四半期（当期）純利益

金額 
（円） 14.69 21.19 83.57 

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額 
（円） 14.66 21.02 83.17 

自己資本比率 （％） 66.2 67.3 65.3 

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

３．１株当たり四半期（当期）純利益金額及び潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額の算定上の

基礎となる普通株式の期中平均株式については、資産管理サービス信託銀行株式会社（信託Ｅ口）が所有す

る当社株式を控除対象の自己株式に含めて算出しております。 

 

２【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。 
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。また、前事業年度の有価証券

報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。 

 

２【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。 

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判

断したものであります。

 

(1）業績の状況

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、企業収益の改善を背景に設備投資が堅調に推移し、雇用情

勢の改善も持続するなど、景気は緩やかに回復しました。個人消費につきましても、雇用者所得の回復や株価上

昇を受けて消費者マインドが改善し、緩やかに回復しました。しかしながらエネルギー価格の上昇や円安による

日用品価格の値上がりが実質購買力の下押し圧力となり、個人消費の力強い伸長が見込みにくい状況にありま

す。また、緩やかな回復傾向にある海外経済も、政治情勢や地政学的リスクの顕在化によって大きく影響を受け

る懸念があり、依然として不透明な状態が続いております。 

こうした状況の中、当社グループは、絞り込みと集中、世にない商品の開発、スピード経営を継承しながら、

「ブランド価値経営」を基本方針として掲げ、持続的成長のために、「高収益体制の構築」を戦略の柱として市

場拡大（エアケア事業の市場拡大）、シェア拡大（既存事業の市場活性化）、利益志向（利益構造の改革）に取

り組んでまいりました。また、「新たな成長への種まき」として、介護用品の新ブランド「エールズ」による介

護用品市場への進出、香りの持つ生理作用に着目した新ブランド「アロマサプリ」による新市場の開拓、グロー

バル対応強化（タイをハブとするＡＳＥＡＮ地域への注力）を進めてまいりました。 

その結果、当第１四半期連結累計期間の売上高は104億81百万円（前年同期比7.2％増）となりました。利益面

では、主力品と高付加価値商品の販売強化により売上総利益が増加した他、継続して取り組んでおります返品や

製造コストの削減効果が現れたことなどにより営業利益7億39百万円（同55.7％増）、経常利益7億59百万円（同

44.3％増）、親会社株主に帰属する四半期純利益4億64百万円（同45.7％増）となりました。 

 

当社グループの事業セグメントは、「生活日用品事業」の単一セグメントとしておりますが、カテゴリー別の

業績は以下のとおりであります。 

エアケア（消臭芳香剤）は、贅沢なフレグランスの香りが空間に広がる「玄関・リビング用 消臭力 Premium 

Aroma」シリーズの売上が大きく伸長した他、トリプルイオン効果による化学的消臭で嫌なニオイをしっかり消臭

する「消臭力クリアビーズ イオン消臭プラス」等の新製品の売上が寄与し、売上高は52億67百万円（前年同期

比4.6％増）となりました。 

衣類ケア（防虫剤）は、今年３月の気温が低めに推移した影響で伸び悩んだ売上が４月以降に回復した影響も

あって「ムシューダ」等の売上が伸長し、売上高は21億15百万円（同13.6％増）となりました。 

サーモケア（カイロ）は、シーズン終了後の返品が多い期間となりますが、継続しております返品削減の取組

が奏功し、売上高は増加しました。 

ハンドケア（手袋）は、オイルやグリス等に強い耐性があるニトリル合成ゴム製手袋「メカニックグローブ」

等の業務用手袋の売上が好調に推移し、売上高は13億22百万円（同11.8％増）となりました。 

湿気ケア（除湿剤）は、シートタイプの「ドライペット 引き出し・衣装ケース用」等の売上は販売強化によ

り伸長したものの、タンクタイプの「ドライペット スキット」の売上が減少したこと等により、売上高は9億2

百万円（同4.2％減）となりました。 

ホームケア（その他）は、靴の奥の汚れまで泡が届きやすいスプレータイプの靴用洗剤「おひさまの洗たく 

くつクリーナー」や洗車用品の売上が堅調に推移した他、海外におけるクリーナーの売上が伸長したこと等によ

り、売上高は10億34百万円（同4.9％増）となりました。 
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(2）財政状態の状況 

当第１四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末と比較して89百万円増加し、385億47百万円

となりました。主な要因は、現金及び預金の減少5億58百万円、受取手形及び売掛金の減少5億70百万円、商品及

び製品の増加5億85百万円、投資有価証券の増加7億21百万円等であります。 

負債は、前連結会計年度末と比較して7億60百万円減少し、118億84百万円となりました。主な要因は、支払手

形及び買掛金の増加8億76百万円、電子記録債務の減少3億2百万円、未払金の減少4億56百万円、未払費用の減少3

億56百万円、未払法人税等の減少5億54百万円等であります。 

純資産は、前連結会計年度末と比較して8億50百万円増加し、266億63百万円となりました。主な要因は、利益

剰余金の増加1億85百万円、その他有価証券評価差額金の増加5億22百万円等であります。 

以上の結果、自己資本は259億51百万円、自己資本比率は前連結会計年度末と比較して2.0ポイント増加し、

67.3％となりました。 

 

(3）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

(4）研究開発活動

当第１四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、1億35百万円であります。

なお、当第１四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 96,817,000

計 96,817,000

 

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末 
現在発行数（株）
（平成29年６月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成29年８月10日）

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 23,000,000 23,000,000
東京証券取引所

（市場第一部）

権利内容に何ら限定の

ない当社における標準

となる株式

単元株式数 100株

計 23,000,000 23,000,000 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数(株)

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成29年４月１日～

平成29年６月30日
- 23,000,000 - 7,065,500 - 7,067,815

 

（６）【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。 
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（７）【議決権の状況】

 当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日（平成29年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。

①【発行済株式】

平成29年６月30日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 - - －

議決権制限株式（自己株式等） - - －

議決権制限株式（その他） - - －

完全議決権株式（自己株式等）

（自己保有株式）

普通株式

903,000

-

権利内容に何ら限定の

ない当社における標準

となる株式

完全議決権株式（その他）
普通株式

22,073,200
220,732 同上

単元未満株式
普通株式

23,800
- 同上

発行済株式総数 23,000,000 - －

総株主の議決権 - 220,732 －

（注）資産管理サービス信託銀行株式会社（信託Ｅ口）が所有する当社株式220,000株（議決権の数2,200個）につきまし

ては、「完全議決権株式（その他）」に含めて表示しております。

 

②【自己株式等】

平成29年６月30日現在
 

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

（自己保有株式）

エステー株式会社

東京都新宿区下落合

１丁目４番10号
903,000 - 903,000 3.93

計 － 903,000 - 903,000 3.93

（注）資産管理サービス信託銀行株式会社（信託Ｅ口）が所有する当社株式220,000株（0.96％）は、上記自己株式に含

めておりません。

 

２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について 

 当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。 

２．監査証明について 

 当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（平成29年４月１日から平

成29年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成29年４月１日から平成29年６月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。 
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成29年３月31日) 
当第１四半期連結会計期間 

(平成29年６月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 11,438,820 10,880,261 

受取手形及び売掛金 5,220,476 4,650,449 

商品及び製品 3,939,709 4,525,128 

仕掛品 266,133 202,556 

原材料及び貯蔵品 866,762 896,071 

繰延税金資産 413,774 272,797 

その他 324,859 593,227 

貸倒引当金 △3,950 △4,422 

流動資産合計 22,466,586 22,016,069 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物（純額） 3,144,828 3,110,664 

機械装置及び運搬具（純額） 1,063,667 1,049,771 

工具、器具及び備品（純額） 143,552 135,557 

土地 3,095,974 3,099,085 

リース資産（純額） 553,110 514,083 

建設仮勘定 - 3,106 

有形固定資産合計 8,001,133 7,912,267 

無形固定資産 333,867 321,713 

投資その他の資産    

投資有価証券 6,514,815 7,236,468 

長期貸付金 14,611 13,666 

退職給付に係る資産 102,912 32,486 

繰延税金資産 10,824 11,094 

その他 1,013,403 1,004,162 

投資その他の資産合計 7,656,567 8,297,877 

固定資産合計 15,991,567 16,531,858 

資産合計 38,458,154 38,547,927 
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    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成29年３月31日) 
当第１四半期連結会計期間 

(平成29年６月30日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 2,158,572 3,035,524 

電子記録債務 2,937,102 2,634,620 

リース債務 162,774 160,938 

未払金 2,405,218 1,949,199 

未払費用 754,050 397,779 

未払法人税等 679,687 125,654 

未払消費税等 378,977 106,630 

返品調整引当金 108,200 57,100 

営業外電子記録債務 19,943 75,158 

その他 61,644 224,920 

流動負債合計 9,666,172 8,767,525 

固定負債    

リース債務 434,612 394,641 

繰延税金負債 718,476 972,438 

再評価に係る繰延税金負債 262,175 262,175 

役員退職慰労引当金 127,341 123,966 

役員株式給付引当金 40,178 46,539 

退職給付に係る負債 1,201,015 1,213,456 

その他 195,891 104,175 

固定負債合計 2,979,692 3,117,394 

負債合計 12,645,864 11,884,920 

純資産の部    

株主資本    

資本金 7,065,500 7,065,500 

資本剰余金 7,067,815 7,067,815 

利益剰余金 11,015,855 11,200,859 

自己株式 △1,487,116 △1,394,041 

株主資本合計 23,662,053 23,940,132 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 2,378,520 2,900,642 

土地再評価差額金 △537,202 △537,202 

為替換算調整勘定 △354,368 △331,535 

退職給付に係る調整累計額 △25,219 △20,120 

その他の包括利益累計額合計 1,461,729 2,011,784 

新株予約権 46,185 36,240 

非支配株主持分 642,321 674,850 

純資産合計 25,812,289 26,663,007 

負債純資産合計 38,458,154 38,547,927 
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

    （単位：千円） 

 
前第１四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 

 至 平成28年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成29年４月１日 
 至 平成29年６月30日) 

売上高 9,781,740 10,481,832 

売上原価 5,656,029 5,909,468 

売上総利益 4,125,710 4,572,364 

返品調整引当金戻入差額 48,200 51,100 

差引売上総利益 4,173,910 4,623,464 

販売費及び一般管理費 3,699,338 3,884,389 

営業利益 474,572 739,074 

営業外収益    

受取利息 1,699 1,757 

受取配当金 61,920 65,807 

仕入割引 39,416 35,508 

持分法による投資利益 23,397 2,402 

その他 79,356 46,339 

営業外収益合計 205,790 151,815 

営業外費用    

支払利息 122 62 

売上割引 147,337 114,481 

その他 6,677 16,949 

営業外費用合計 154,137 131,493 

経常利益 526,225 759,396 

特別利益    

固定資産売却益 837 251 

特別利益合計 837 251 

特別損失    

固定資産除売却損 3,974 3,670 

投資有価証券評価損 - 30,900 

特別損失合計 3,974 34,570 

税金等調整前四半期純利益 523,088 725,077 

法人税、住民税及び事業税 57,549 77,798 

法人税等調整額 106,616 162,493 

法人税等合計 164,165 240,292 

四半期純利益 358,922 484,785 

非支配株主に帰属する四半期純利益 40,232 20,579 

親会社株主に帰属する四半期純利益 318,690 464,206 
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

    （単位：千円） 

 
前第１四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 

 至 平成28年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成29年４月１日 
 至 平成29年６月30日) 

四半期純利益 358,922 484,785 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 △5,720 521,694 

為替換算調整勘定 △89,254 37,540 

退職給付に係る調整額 5,944 5,099 

持分法適用会社に対する持分相当額 △9,543 △689 

その他の包括利益合計 △98,573 563,643 

四半期包括利益 260,348 1,048,429 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 251,874 1,014,261 

非支配株主に係る四半期包括利益 8,474 34,167 
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

受取手形（輸出手形）割引高

 
前連結会計年度 

（平成29年３月31日） 
当第１四半期連結会計期間 
（平成29年６月30日） 

受取手形（輸出手形）割引高 80,390千円 67,800千円 

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半

期連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

 
 
 

前第１四半期連結累計期間
（自 平成28年４月１日
至 平成28年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自 平成29年４月１日
至 平成29年６月30日）

減価償却費 234,576千円 205,996千円

 

（株主資本等関係）

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間（自 平成28年４月１日 至 平成28年６月30日）

配当金支払額

  （決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成28年５月16日

取締役会
普通株式 241,113 11 平成28年３月31日 平成28年５月31日 利益剰余金

（注）平成28年５月16日取締役会議による配当金の総額には、資産管理サービス信託銀行株式会社（信託Ｅ口）が所有す

る当社株式に対する配当金2,420千円が含まれております。

 

Ⅱ 当第１四半期連結累計期間（自 平成29年４月１日 至 平成29年６月30日）

配当金支払額

  （決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成29年５月22日

取締役会
普通株式 265,163 12 平成29年３月31日 平成29年５月31日 利益剰余金

（注）平成29年５月22日取締役会議による配当金の総額には、資産管理サービス信託銀行株式会社（信託Ｅ口）が所有す

る当社株式に対する配当金2,640千円が含まれております。

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

前第１四半期連結累計期間（自 平成28年４月１日 至 平成28年６月30日）及び当第１四半期連結累計期間

（自 平成29年４月１日 至 平成29年６月30日） 

当社グループは、「生活日用品事業」の単一セグメントであるため、記載を省略しております。 

 

- 11 -

2017/08/16 09:38:39／16281778_エステー株式会社_第１四半期報告書



（１株当たり情報）

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎

は、以下のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自 平成28年４月１日
至 平成28年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自 平成29年４月１日
至 平成29年６月30日）

(1) １株当たり四半期純利益金額 14円69銭 21円19銭

（算定上の基礎）    

親会社株主に帰属する四半期純利益金額

（千円） 
318,690 464,206

普通株主に帰属しない金額（千円） - -

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純

利益金額（千円）
318,690 464,206

普通株式の期中平均株式数（千株） 21,699 21,910

(2) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 14円66銭 21円02銭

（算定上の基礎）    

親会社株主に帰属する四半期純利益調整額

（千円） 
- -

普通株式増加数（千株） 37 172

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株

式で、前連結会計年度末から重要な変動があったも

のの概要

―――――― ――――――

（注）株主資本において自己株式として計上されている信託に残存する自社の株式は、１株当たり四半期純利益金額及び

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額の算定上、期中平均株式数の計算において控除する自己株式に含めて

おります。 

１株当たり四半期純利益金額及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額の算定上、控除した当該自己株式の

期中平均株式数は前第１四半期連結累計期間220千株、当第１四半期連結累計期間217千株であります。 
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（重要な後発事象）

当社は、平成29年８月１日開催の取締役会において以下のとおり、マイコール株式会社（本社：栃木県栃木市 

代表取締役社長 臼井 均）とカイロ事業の譲受けに関する基本合意及び事業承継する新会社の設立について決議

いたしました。

 

(1) 事業譲受けの背景及び理由

当社グループは、経営方針「ブランド価値経営」のもと、成長の方向性の一つとして「社会構造変化への対

応」を位置付けております。近年の社会的課題である健康的な生活の確保が重要と考えていることから、これま

でカイロにおける販売業務提携を行っていたマイコール株式会社のカイロ事業を譲受けることに合意いたしまし

た。当社グループが事業を譲受けるマイコール株式会社は、優れた技術力を持ち、1904年の創業以来一貫して

「保温と健康のために」をコンセプトにカイロ・温熱製品の製造販売を行っております。使いすてカイロの主力

ブランド「オンパックス」は、軽くて薄く、手触りが柔らかくて心地よいカイロ製品として、幅広いお客様に支

持をいただいております。

今般の事業譲受けにより、当社グループの持つ商品開発力、マーケティング力を活かすことで、国内及び海外

市場におけるさらなる業容拡大を図り、収益力向上とともに企業価値をさらに向上させることを目指してまいり

ます。

 

(2) 事業譲受けの概要

① 相 手 会 社 の 名 称  マイコール株式会社

② 譲受ける事業の内容  カイロ・温熱製品の製造、開発、販売

 

(3) 譲受ける資産・負債の額

現時点では確定しておりません。

 

(4) 譲受け価額

相手先との合意により非開示としております。

 

(5) 事業譲受けの日程 

① 取 締 役 会 決 議 日  平成29年８月１日

② 基 本 合 意 日  平成29年８月１日

③ 事業譲渡契約締結日  平成29年12月１日（予定）

④ 新 会 社 設 立 日  平成30年12月１日（予定）

⑤ 事 業 譲 受 け 期 日  平成31年４月１日（予定）

 

 

２【その他】

平成29年５月22日開催の取締役会において、次のとおり剰余金の配当を行うことを決議いたしました。

（イ）配当金の総額・・・・・・・・・・・・・・・265,163千円

（ロ）１株当たりの金額・・・・・・・・・・・・・12円00銭

（ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日・・・・平成29年５月31日

（注）１．平成29年３月31日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対して支払いを行っております。

   ２．配当金の総額には、資産管理サービス信託銀行株式会社（信託Ｅ口）が所有する当社株式に対する配当

金2,640千円が含まれております。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
 該当事項はありません。
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  独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成29年８月10日

エステー株式会社 

取締役会 御中 

 

 新日本有限責任監査法人 

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

  公認会計士 江口 泰志  印 

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

  公認会計士 佐藤 武男  印 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているエステー株式会

社の平成29年４月１日から平成30年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成29年４月１日から平成

29年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成29年４月１日から平成29年６月30日まで）に係る四半期連結財務

諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レ

ビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、エステー株式会社及び連結子会社の平成29年６月30日現在の財政状態

及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要

な点において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以  上

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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